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 第三者割当による新株式の発行の中止並びに主要株主である筆頭株主、 
主要株主及びその他の関係会社の異動の中止に関するお知らせ 

 

 

当社は、平成25年３月29日開催の取締役会において、平成25年３月15日付「第三者割当による新株

式発行並びに主要株主である筆頭株主、主要株主及びその他の関係会社の異動に関するお知らせ」に

て発表いたしました第三者割当による新株式発行（以下「本件第三者割当増資」といいます。）を中止

することを決議いたしましたのでお知らせいたします。これに伴い、本件第三者割当増資による、当

社の主要株主である筆頭株主、主要株主及びその他の関係会社の異動は生じないこととなりましたの

で、あわせてお知らせいたします。 

 

 

Ⅰ 第三者割当による新株式発行（第三者割当増資）の中止の経緯 

 当社は株式会社ビッグヒットＰＩＰＥｓファンドを割当先とした本件第三者割当増資を予定してお

りましたが、本日本件第三者割当増資を中止することといたしました。 

 当社は、平成24年３月期において55,971千円の当期純損失を計上した結果42,315千円の債務超過の

状況に陥ったため、「株券上場廃止基準」第２条の２第１項第４号（債務超過）に該当し、猶予期間

に入っており、当第３四半期連結会計期間において73,355千円の債務超過となっております。また、

本件第三者割当増資を決議した平成25年３月15日時点では、当第４四半期連結会計期間での企業業績

だけによる平成25年３月末までの債務超過の解消の見通しは不確実な状況にあり、平成25年３月期に

おいて債務超過の解消ができなかった場合には、上場廃止となり、株主の皆様をはじめ当社の利害関

係者の信頼を著しく損なう結果となること、また、手元資金を増強しなければ、今後の事業推進に支

障をきたす恐れがあり、喫緊に資本を増強する必要に迫られておりました。そこで当社は第三者割当

による資金調達方法を選択し、株式会社ビッグヒットＰＩＰＥｓファンドが当社グループの債務超過

の解消及び財務基盤の安定及び喫緊に資金を必要としている当社の内情に理解を示していただいたこ

となどから、本件第三者割当増資を決定いたしました。 

 平成25年３月期において、当社は債務超過による上場廃止の回避を最大の課題としてグループ全社

をあげて営業収益による資本増強を目指してまいりましたが、本件第三者割当増資の決議日時点では、

後述するとおり、業績の見込みを確定することができず、平成25年３月期第４四半期の業績のみでの

債務超過の解消の実現は難しいと判断しておりました。しかしながら、平成25年３月16日以降に、後



述の４案件について、収益認識基準に適合すると判断できたため、当社グループの通期連結会計年度

における業績実績と見込みを再度試算した結果、債務超過を解消することが見込まれる状況となりま

した。当社は、そのような業績見込みの状況と来期以降の収益可能性を本件第三者割当増資の引き受

け予定先である株式会社ビッグヒットＰＩＰＥｓファンドに説明し、当社株式の１株あたりの株式価

値の希薄化が42.3％（総議決権に対して42.6％）となる本件第三者割当増資の引き受けの辞退をお願

いいたしました。株式会社ビッグヒットＰＩＰＥｓファンドは当社の株式価値向上を目指し本件第三

者割当増資を引き受けていただいたものの、当社の現状を理解していただいた上で協議を行った結果、

中止の合意にいたりました。本件第三者割当増資を中止することで、株主の皆様にご迷惑、ご心配を

おかけすることになり、また、当社の財務状態を鑑みれば、本件第三者割当増資を実行することによ

り資本の増強が図れるものでありますが、当社としては、大幅な希薄化を伴う新株式の発行によらず

とも債務超過を解消できるのであれば、今後の更なる営業努力により１株当たりの利益の上昇に努め、

既存株主の利益増大を実現していきたいと考え、本件第三者割当増資を中止することと致しました。

また、本件第三者割当増資については、当社監査役会からもその必要性がある旨の意見を頂いており

ましたので、上記の状況を説明し、今回の中止につき賛同を得ております。 

なお、当社が本件第三者割当増資の決議までに業績見込みを確定できなかった要因としては、平成

25年３月15日において、下記４案件のうち、取引先との最終的な契約条件等が交渉中だったもの、役

務の提供が完了していなかったものがあったため、業績見込みの試算が読みきれなかったためです。 

当第４四半期連結会計期間における業績見込みにつきましては、ここで概要を説明いたします。 

① 環境関連商品の販売による売上高 

 ② デジタル加工データーの売却による売上高 

 ③ 海外貿易のセールスプロデュース事業による売上高 

 ④ 共同参画事業による売上高 

上記４案件の合計の売上高は126百万円、粗利益は96百万円の見通しであります。 

当社は、平成23年６月10日に株式会社名古屋証券取引所に不適切な会計処理で過年度決算を訂正し

たことで改善報告書を提出しており、二度と同様の訂正を発生させないよう、上記４案件は社内手続

きに則り収益を認識しておりますが、上記の見通しは、現時点での試算であり平成25年３月期の決算

監査はまだ行われていないため、今後の決算監査において、当社の見込み通り売上及び利益への計上

がなされない場合は、当社の債務超過を解消できないという可能性を有しております。 

 

２．今後の見通し 

 当社は上記４案件からの平成25年５月末日までの売上による現金収入を96百万円見込んでおります。

当社は、本件第三者割当増資による調達金額98百万円（手取概算額）の資金をもって現在の負債を返

済し、さらに今後の運転資金等に使用する予定でありましたが、今後は売上による現金収入96百万円

の資金をもって返済してまいります。上記資金使途、支出の時期に関しましては、上記４案件による

入金スケジュールは平成25年３月に24,750千円、４月に47,600千円、５月に23,800千円の予定であり

ますから、平成25年３月15日付「第三者割当による新株式発行並びに主要株主である筆頭株主、主要

株主及びその他の関係会社の異動に関するお知らせ」にてお知らせいたしました内容と、下記のとお

りほぼ変わりませんが、債権者の皆様にご理解をいただきながら行ってまいります。 

 なお、上記４案件の売上計上に伴い、平成24年11月14日に公表いたしました通期連結業績予想を修



正する見込みでありますが、現在精査中であり、確定し次第、改めてお知らせいたします。 

 本件第三者割当増資による新株式発行の中止により、株主の皆様には、大変なご迷惑、ご心配をお

かけしましたことを心よりお詫び申し上げます。 

 

本件第三者割当増資による調達金額98百万円（手取概算額）で予定した資金使途の内容 

具体的な使途 金額 支出予定時期 

債務の弁済 

 ①未払人件費の支払 

②借入金の弁済 

③未払税金等の納付 

④未払金及び買掛金の弁済 

 ⑤運転資金（人件費及び経費等）

20 百万円

5百万円

4百万円

37 百万円

32 百万円

 

平成 25 年３月、４月 

平成 25 年３月、４月 

平成 25 年３月～６月 

平成 25 年３月～６月 

平成 25 年３月～６月 

 

今後の売上による現金収入96百万円により予定する資金使途の内容 

具体的な使途 金額 支出予定時期 

債務の弁済 

 ①未払人件費の支払 

②借入金の弁済 

③未払税金等の納付 

④未払金及び買掛金の弁済 

 ⑤運転資金（人件費及び経費等）

20 百万円

5百万円

4百万円

33 百万円

34 百万円

 

平成 25 年３月、４月 

平成 25 年３月、４月 

平成 25 年３月～６月 

平成 25 年３月～６月 

平成 25 年３月～７月 

 

＜ご参考＞平成25年３月15日付決議の本件第三者割当増資の発行概要 

発行新株式数 普通株式 9,000 株 

払込金額 １株につき 金 11,000 円 

払込金額の総額 99,000,000 円 

資本組入額 １株につき 金 5,500 円 

資本組入額の総額 49,500,000 円 

募集又は割当方法 第三者割当の方法による 

申込期日 平成 25 年３月 29 日 

払込期日 平成 25 年３月 30 日 

割当先及び割当株式数 株式会社ビッグヒットＰＩＰＥｓファンド9,000株 

 

Ⅱ 主要株主である筆頭株主、主要株主及びその他の関係会社の異動について 

本件第三者割当増資の中止により、主要株主である筆頭株主、主要株主及びその他の関係会社の異

動は生じないこととなりました。  

以上 

 


